
●医療の目的 質の高い医療を安全に提供する病院

●病診（病）連携 地域に貢献する病院

●教職員のあり方 人間愛を共有する病院

●職場環境 楽しく明るくチャレンジする病院

●生涯教育 良き医療人を育成する病院

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

患者の権利基 本 理 念
東邦大学医療センター佐倉病院
発行：広報委員会・東邦佐倉会事務局
〒285-8741 千葉県佐倉市下志津564番地1
TEL 043-462-8811（代）　FAX 043-462-8820（代）
URL https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp

東邦大学医療センター佐倉病院広報誌 ～地域医療の発展を目指して～（年4回発行）
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Executive Message

コロナワクチンの
4回目接種が始まっ
ています。佐倉市で
は、「60歳以上」また
は、「18歳以上60歳
未満で基礎疾患を有
する」市民を対象とし
ています。そして、基
礎疾患の範囲の項目

として「BMI（body mass index：体重/身長2）30
以上を満たす肥満の方」が挙げられています。日本
では、WHOの肥満の基準であるBMI＞30は人口
の約4％でありますが、欧米では30％に達しており
COVID-19の重症化リスク因子として強調されてい
ます。理由として、COVIDの病態はvirusが血管内皮
細胞に結合することに起因する、血管病変、血栓症、
肺障害であり、肥満においては血管病変の関連する、
糖尿病、高血圧、心血管疾患、脳血管疾患、脂質異常
症、凝固能亢進と血栓症発症傾向が、また肺障害に

関連する肺の換気低下、睡眠時呼吸障害が併存する
ためであるとされています。これらの併存症を発症し
た肥満は、「肥満症」と定義されています。諸疾患の
合併は生存期間の短縮に帰結することが広く認知さ
れ（www.thelancet.com vol 397 May15,2021：
1830-41）、肥満症は世界的な医療課題となっており
ます。特にアジア人においては、BMI＞27.5％から有
意に糖尿病発症リスクが上昇します。肥満症には遺
伝、出生体重、家族、生活環境、認知行動など様々な
因子が小児期から老年期にいたるまで、生涯に渡って
関与することが知られており、そのため治療には総合
的かつ持続的な方針と介入が必要です。当院では、複
数の診療科・部門による総合診療体制を構築し全人
的医療として取り組んでおります。その中で外科適応
となるのは合併症を発症している内科治療難治の高
度肥満症例であり、当院では腹腔鏡手術による低侵
襲術式の施行と先進医療申請を進め本年200例に達
しました。今後もさらに安全性と有効性を担保した総
合診療体制を継続してまいります。

副院長　外科

岡 住 慎 一
Shinichi Okazumi
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全人的医療としての
肥満症総合治療の取り組み 
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アピールしたい 診療と研究

2020 年 9月に、当院にロボット支援手術システム『ダヴィン
チ X®』が導入されました。他院で認定医（プロクター）を取得し
て戻られた宋本尚俊助教を中心に、週 3件のペースでロボット支
援腹腔鏡下前立腺全摘除術（RALP）を行っています。2021 年度
は約 100例のロボット支援手術を行いました。
従来、前立腺全摘除術は、術中の出血や術後の尿失禁などの問
題がありましたが、鉗子の正確で繊細な動きができるシステムの
導入によって、より正確な切除が可能となるだけでなく、出血量
の飛躍的な軽減、尿失禁などの術後機能の早期回復が可能になっ
ております。
最近は、国産のロボット支援手術システムである『hinotori』
も開発されましたが、現状では泌尿器科領域しか保険承認されて
いないという問題があります。当院に導入されたダヴィンチは、
カメラ径やアームなどのスリム化した第 4世代の進化型であり、
泌尿器科だけでなく、消化器・胸部・婦人科などの手術にも既に
幅広い保険適用があります。本年 7月より、手術室が増室され、
ロボット支援手術専用手術室も設置されました。今後、泌尿器科
のロボット支援手術のさらなる増加と、消化器外科での胃や大腸
に対するロボット支援手術の導入が予定されています。
現在のロボット手術システムには、鉗子を通じた触覚のフィー
ドバックがないという欠点があり、術者にはある程度の熟練度が
必要とされます。術者や助手になるには、ダヴィンチの製造元で
ある Intuitive Surgical 社の定めるトレーニングを受講する必要が
あるほか、新規術式の導入には安全性の担保などが重要です。た
だし、学習曲線は従来の腹腔鏡手術よりも早いと言われており、
泌尿器科でも 3名のロボット支援手術認定医が在籍しています。
今後、多くの若手医師が、優れたロボット支援手術の達人となる
事を期待しています。

当院でのロボット支援手術の現状と今後の展望
副院長・泌尿器科　鈴

す  ず  き

木 啓
ひ ろ よ し

悦

『ダヴィンチX®』を操作中の宋本医師。

2021年10月にダヴィンチ100例目を達成した
際に頂いた記念の盾です。

当院の臨床工学部は現在 12名の臨床工学技士が在籍しており、
主に手術室業務、アンギオ室業務、血液透析業務、医療機器業務
の 4領域にて活動しております。業務内容は医療機器の保守管理
を中心とした中央管理業務と各種治療の診療補助を行う診療支援
業務で大別されます。
中央管理業務としては、院内の医療機器約 1000 台に対しての
一元管理、医療機器の研修会開催、人工呼吸器の病棟ラウンドな
どを中心に取り組み、医療安全に貢献できるよう励んでおります。
診療支援業務の内容としては、手術室における心臓血管外科手
術時の人工心肺操作、アンギオ室におけるポリグラフをはじめと
した各種周辺機器の操作・管理、血液透析室における各種血液浄
化対応、ICUでは急性血液浄化対応や補助循環対応に従事してお
ります。
夜間・休日はオンコールや当直の組み合わせにて、24 時間
365日対応できる体制としております。

当部では情報収集や知識力向上のため、各種認定士の取得を励
行しております。全てのスタッフが安全な医療に貢献できるよう
日々精進してまいります。今後ともご支援御協力の程どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

臨床工学技士　中
なかむ ら

村 敦
あつし臨床工学部の紹介



新任紹介

昇任紹介

2022年4月に心臓血管外科に赴任
いたしました。私は2008年に東海大
学を卒業し、その後心臓、大血管、末
梢血管に至る心臓血管外科診療に従事
してまいりました。大学院では微小血
管造影に関する研究を行い、学位を取

得いたしました。また臨床では主に弁膜症に関する研究を行
い、国内外にて知見を広めてまいりました。
循環器領域は生活習慣病を背景とした疾患が多く罹患者数

が年々増加しており、外科治療が必要な患者様も多いことか
ら心臓血管外科の役割は大きくなっております。同時に医療

技術も向上し、心臓血管外科はより高度な技術が求められて
います。例えば大動脈瘤に対して大きく切開する従来の手術
だけでなく、カテーテルを用いた血管内治療（ステントグラ
フト）も行なっております。また比較的初期の弁膜症に対し
ては、小さい傷で心臓手術を行う低侵襲手術も選択肢になり
ます。
私たち心臓血管外科は一丸となり、良い治療を提供でき

るよう取り組んでおります。今後、日々研鑽を積んでいく所
存です。ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

2021年4月より米国アイオワ大学
眼科留学を終え帰国し、東邦大学眼
科学講座（佐倉）に帰局いたしまし
た。私は東邦大学を卒業後、2012年
に東邦大学医療センター佐倉病院眼科
に入局し、臨床では主に糖尿病網膜

症や網膜剥離などの網膜硝子体疾患に対する診療･手術を担
当してまいりました。研究ではレーザースペックル・フロー
グラフィーという『眼の血流』を測定できる機器を用いて得
られたエビデンスを日常診療や手術に活かし、より低侵襲

な手術、より良いタイミングでの治療介入を心掛けておりま
す。なぜ『眼の血流』が大切かというと、網膜には多数の血
管が走行しており、血液の流れが悪くなることが視力障害の
主な原因になることが多いからです。当科は平成3年の開設
以来、難治性網膜硝子体疾患に対する治療に力を入れており
ますが、現在も最先端の硝子体手術システムや薬剤を用いて
治療に当たっております。これからも地域の皆様の目の健康
（Quality of Vision）を守るため、国内そして海外で培った
経験を活かし患者様にご満足頂ける診療と最先端の治療に邁
進してまいります。今後とも宜しくお願い申し上げます。

この度、東邦大学医療センター佐倉
病院外科学講座の院内講師に昇任いた
しました。
東邦大学医学部医学科を平成19年

に卒業後、同年４月より研修医として
佐倉病院に就職して以来14年間に渡

り、地域に密着した医療を心がけ治療を行ってきました。
私は現在外科医として、胃癌や大腸癌に対する手術療法

や抗がん剤治療を中心に治療を行っています。手術療法は開

腹手術から腹腔鏡手術、最近ではロボット手術といったよう
に、技術の向上に伴って治療選択肢も増えていますし、抗が
ん剤治療についても現在は様々な薬剤が開発され、癌の予後
も期待できるようになっています。
他病院との連携も行いながら、それぞれの患者さんに最

適の治療が提供できるように努めて参ります。お困りのこと
があれば相談いただければ幸いです。よろしくお願いいたし
ます。

心臓血管外科　臨床講師

田中　千陽　たなか　ちはる

眼科　講師

橋本りゅう也　はしもと　りゅうや

消化器外科　院内講師

北原　知晃　きたはら　ともあき
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医療連携セミナー開催のお知らせ

第22回　医療連携セミナーを開催して

2022年度　診療体制変更（祝日・土曜）について
以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

※平日同様に外来・手術等をしております。 ※救急のご依頼はお問い合わせください。
平日診療体制 休　診

祝　日

2022年 10月10日（月）
2022年 11月23日（水）
2023年 1月 9日（月）

土　曜

2022年 10月29日（土）
2022年 11月 5日（土）
2022年 1月 7日（土）

東邦大学医療センター佐倉病院　臨床病理症例検討会は、COVID-19の感染拡大防止のため、しばらくの間公開中止と致します。
（問い合わせ先：教育支援室）

医療連携・患者支援センター　山本 太郎

2022年9月7日（水）に第22回　医療連携セミナーを開催し、院
内外から32名のご参加をいただきました。これまで同様に会場と
Webどちらでもご参加可能なハイブリッド形式で開催しました。
演題1では「当院で行っている乳房再建」と題して形成外科の助教 
山崎 俊が講演しました。講演2では「乳がん治療のアップデート：
遺伝性乳がん乳房同時再建」と題し、乳腺外科 教授 榊原雅裕が講
演しました。職種を超えた多くの方々からご質問をいただき、有意
義な会となりましたことに感謝申し上げます。
皆様との連携のさらなる発展のために、医療連携セミナーは年3回
を企画しております。すべてハイブリッド形式での開催を予定して

おりますが、COVID-19が落ち着いている時期には是非皆様のご来場をお待ちしております。より多くの方々にご参加い
ただき、地域との「顔の見える医療連携」、「対話する医療連携」を目指してまいります。
今後ともご参加のほどよろしくお願い致します。

乳腺外科 教授　榊原 雅裕形成外科 助教　山崎 俊

第23回　医療連携セミナー
●開 催 日 時：2022年12月１日（木）18：50～20：15
●開 催 場 所：東邦大学医療センター佐倉病院　７階講堂
●講演診療科：膠原病内科・腎臓内科
●講 演 内 容：膠原病患者のトータルマネジメント
●講 演 概 要：膠原病とは、全身の血管や皮膚、筋肉、関節などに炎症が見られる病気の総称です。膠原病は、全身

性疾患であり病院内の連携が不可欠であり、病院と診療所が協働して患者さんの寛解を目指します。
　　　　　　　今回膠原病患者のトータルマネジメントについて講演致します。

※お申し込み等の詳細は10月の広報誌
に同封してお届け致します。


